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凡例

図面名称 縮尺 図面番号日付

UR 東日本賃貸住宅本部 1:100UR都市機構　花畑団地27号棟 躯体図（修正）2011.12.1 ⑤

Y1

コンクリート壁への開口設置可能範囲

壁

開口設置条件

①スラブから700mm以上上部

②コンクリート壁面から100mm以上開ける

③既存開口部から300mm以上開ける

④最大外径100mm以下

⑤1箇所/1壁

⑥最大4箇所/1戸

床

①コンクリート壁面から100mm以上開ける

②既存開口部から300mm以上開ける

③最大外径100mm以下

④最大3箇所/1スラブ

⑤開口部の芯々間距離は、スリーブ最外径の3倍以上確保

※開口はスリーブ程度の開口とし、開口位置は、鉄筋を切断しない位置と

　するため、現場の状況により位置を変更する場合があります。

修正：2012.1.25　躯体図梁表示線の追記
　　　　　　　　 参考躯体寸法の追記
　　

梁の位置を示す
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